
ソーラー発電事業家 亀井氏に聞く

編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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11
日

＝
オ
ピ
ニ
オ
ン
面

13日（金）＝３面

看板が撤去されたジャニーズ
事務所の本社ビル

（水）10
月
に
教
育
事
業
室
か

ら
着
任
し
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
社
外
の
方
か
ら

「
カ
ス
タ
マ
ー
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
本
部
っ
て
何
を
す

る
と
こ
ろ
な
の
？
」
と
問

わ
れ
る
度
に
、
「
お
客
様

と
毎
日
新
聞
社
と
の
架
け

橋
に
な
り
、
お
客
様
の
満

足
度
や
会
社
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
高
め
る
と
こ
ろ
」
と

答
え
て
い
ま
す
。

弊
社
の
魅
力
を
お
伝
え

し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
お
一
人
お
一
人
の
生
活

や
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
情

報
・
商
品
を
お
届
け
し
て

参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
木
村
葉
子
）

11日（水）＝夕刊２面

旧統一教会への解散命令請求

東京電力福島第１原発
から２回目の「処理水」
海洋放出が始まりました。
かつて与党の重鎮として
原発を推進する立場だっ
た亀井静香・元自民党政
調会長＝写真＝は、複雑
な思いを抱いています。

東日本大震災を機に、
反原発に一転。今では、
太陽光発電分野で日本有
数の実業家となり、「脱
原発しかない」と力説し
ています。原発の新増設
にも道を開く岸田政権に
ついても聞きました。

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
会
見

当
事
者
は
ど
う
見
る

災害、戦争の現場で復興に携わる日本人
8日（日）＝１、３面

大地震が起きた国やロシ
アに侵攻されたウクライナ
で、破壊された住宅などの
調査・修復を進めている日
本人がいます。米国のロサ
ンゼルスを拠点とする災害
復旧コンサルタント会社の
社長、宮本英樹さん＝写真
＝です。
ロシアのウクライナ侵攻

後、現地入りの機会をうか

がっていた2022年9月、紛
争地や危険地域でインフラ
建設を担う国連の機関から
「ウクライナの建物の状況
を視察してほしい」と依頼
がありました。
すぐに現地に入り、破壊

された建物の調査や修復に
当たっています。滞在日数
は100日を超えました。国
連機関から依頼されたのは、

世界各地で震災復興に関わ
り続けた経験があるからで
す。
若い頃は大きな挫折を経

験しました。しかし、そこ
でめげずに新たな道として
「建築物の構造力学」の勉
強を続けてきたのです。被
災地やウクライナの復興に
力を発揮する宮本さんの活
動に迫ります。

政府は12日にも世界
平和統一家庭連合（旧
統一教会）＝写真＝の
解散命令を東京地裁に
請求すると表明する見
通しです。
安倍晋三元首相の銃

撃事件を機に、改めて

教団を巡る金銭トラブ
ルが問題視され、文化
庁は昨年11月から調査
を続けてきました。１
年近くに及んだ調査の
内情や、教団への解散
請求を巡る政治の思惑
などに迫ります。

多
数
の
ア
イ
ド
ル
を
抱
え
る

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
事
務
所
の
創
業
者
、

ジ
ャ
ニ
ー
喜
多
川
氏
に
よ
る
性

加
害
問
題
。
被
害
は
数
百
人
に

及
び
、
補
償
の
行
方
が
注
目
さ

れ
ま
す
。

ま
た
「
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
」
と
い

う
名
称
が
つ
く
も
の
は
一
掃
さ

れ
る
こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
「
論
点
」
で
は
、
元

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
ジ
ュ
ニ
ア
の
被
害

者
、
橋
田
康
さ
ん
と
、
Ｔ
Ｖ
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
鎮
目
博
道
さ

ん
に
お
話
を
聞
き
ま
す
。
一
連

の
動
き
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。


